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～沖縄・静岡の状況から～
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➀人口減少と学力向上
②秋田の小学校 学習指導部No.1、2、3

家庭学習の手引き
③静岡の小学校 学力観の聞き取りメモ
④静岡の小学校の実践記録
⑤静岡の小学区の学校安全計画

なぜ静岡は小学校が低く、
中学校が高いか









静岡の教師の授業観と子ども観❕❔ 静岡の授業と子どもたちの行動と思考
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子どもに寄り添うための基礎力➡豊富な専門知識を基盤に豊かな構想と多彩な表現のセンスと操作力



秋田の勤勉の背景

☆学ぶこと自体が目的、価値、正当化、見返りを求めない、人間としてあるべき姿、条件
☆閉ざされた雪国➡貧しさからの離脱➡ビリからの離脱➡世に出て身を立てるための教育
☆出稼ぎの村➡北方教育、生活綴り方教育➡教育によって貧しさからの離脱
☆家庭への視点、農村生活改善➡山村賢明、日本人の母
☆『蛍雪時代―ボクの中学生日記』全4巻 矢口高雄 講談社

➡子どもが進学できるように教師が親を説得する時代の秋田の物語
※秋田県雄勝郡西成瀬村（後の平鹿郡増田町、現・横手市増田町）生まれ

静岡の勤勉？
の背景

☆駿府➡家康との縁➡天領➡城主のいない穏やかさ
☆東海道と宿場の豊かさ➡道がもたらす人、文化、財
☆近郊農業、換金作物、高級果物➡一年中耕作可能
☆西部(浜松)はオートバイ、自動車、楽器、先端産業
中部（静岡）は行政、教育、情報、消費、
東部（富士、沼津、三島、御殿場、伊豆）は製紙と自動車と観光と高級魚

➡東京の食の供給源の地＋奥座敷➡2時間ドラマの舞台

◇戦前郷土教育の伝統➡地域教材開発の伝統➡地域特性に根差した教員グループの存在
◇上田（薫）イズム➡初志の会➡安東小、静大附属小➡系統的知識教授に対する問題解決学習の優位性
➡這い回ることの価値を強調➡知識の二重の相対性への警告➡子ども一人一人の思考の練り上げを重
視➡試行錯誤の価値を強調、

☆戦前の郷土教育➡戦後の新教育・経験主義教育➡新教科生活科・新しい学力観の授業化
➡学力調査を無視➡いつでも上げることはできる➡知事の怒りに半年で上位へ
➡今は忘れる…知事も静岡の教育の実態が見えてきたのでは・・・

☆教師の鍛えが可能
★★校長会と組合の二人三脚

◎静岡の教育では



秋田と静岡の類似と相違

◇共通は教員を教師に成長させる鍛え、違いは家族の鍛えの方向
秋田は教員に対してと同様の観点から家族の子ども觀、教育觀、宿題觀を鍛える
静岡は家族への求めは限定的、それぞれの独自性を前提に部分的な関わり

◇秋田の教育は全ての子どもに学力を保障する授業力の向上で教員を教師に鍛え、
その教育課程の中に家庭学習を組み込む➡親（母！）に学習支援者の教育力を育む
（カリマネの日常化）➡全ての子どもに豊かな人生を歩む機会を創ってあげたい

◇静岡は授業力を超える子ども觀で教員を教師に変身させる鍛え
➡子どもは一人一人異なる、その子にとっての理解、思考、表現、を引き出す、這
い回ることを厭わない、むしろそこにこそ、その子なりの育ちと学びがある、集団
への帰属より自分なりの貢献と価値を見出させる➡サッカーの土壌！

全ての子どもに等しく 子ども一人一人に
教え
る

◎秋田（家族と地域も）
➡系統と共有優位

引き
出す

◎静岡（教師のみ？）
問題解決と個性化優位

ともに
「主体的」「対話的」
「深い学び」が土台だが

「学びに向かう力・人間性等」

「知識・技能」

「思考力・判断力・表現力等」

➡「未知の状況にも対応できる思考力・判断力・表現力等の育成」

➡「学びを人生や社会に生かそうとする学びに向かう力・人間性等の涵養」

➡「生きて働く知識・技能の習得」秋田＞静岡＞沖縄

秋田＜静岡＞沖縄

秋田？‼ 静岡?‼ 沖縄❔❕
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